第1回　大阪府泉佐野丘陵地緑地 運営審議会

日時：2013年5月15日（水）14:00～17:30

場所：泉佐野丘陵緑地　郷の館
出席委員（敬称略）

大阪府立大学大学院　生命環境科学研究科　教授　増田昇（会長）

大阪府立大学大学院　生命環境科学研究科　教授　下村泰彦

元大阪府立大学大学院　教授　前中久行

うみべの森を育てる会　代表　西台幸子

大輪会　戸國剛

泉佐野丘陵緑地パーククラブ　会長　杉本和彦

泉佐野丘陵緑地パーククラブ　副会長　松井弘
◆欠席

大阪市立大学大学院環境都市工学科准教授　嘉名光市
大阪ガス株式会社　エネルギー・文化研究所（CEL）特任研究員　弘本由香里
泉佐野市都市整備部　部長　近藤幸信
泉佐野丘陵緑地パーククラブ　副会長　大家清信
◆傍聴者

泉佐野丘陵緑地パーククラブ　4名
◆概要
1．集合・・・14:00

2．リーディング区域、谷口池西側ストックヤードの状況について（現地確認）・・・14:00～14:45
3．開会・・・14:45

所長あいさつ、出席者紹介、会長の選出、H25年度 運営審議会開催計画
4．報告案件2件・・・14:55～15:35
①平成24年度大輪会からの支援について
②パーククラブ活動報告（3～4月）
5．協議案件3件・・・15:35～16:00
①パークレンジャー養成講座について
②パークレンジャーステップアップ講座について
6．望みの丘　ゾーニングについて（ポイント確認）・・・16:00～16:15
7．望みの丘　ゾーニングについて（現地確認）・・・16:15～17:15

8．閉会
・・・17:30

〇会長の選出について
・事務局より、会長を昨年度に引き続き増田先生をご推挙したところ、全員異議なく承認
された。

◆平成25年度 運営審議会　開催計画について
大阪府（事務局）より平成25年度 運営審議会　開催計画について説明
◆平成26年 泉佐野丘陵緑地 中地区 開放に向けた検討（案）について
増田会長
・広場とか園路の名前はついているか。小道も名前があると良い。
下村委員
・今日を含めてゾーンの目的や名前が決まると、それに準じて広場や小道の名前も決まってくると思う。
増田会長
・皆さんで楽しみながらつけてもらったら良い。
・資料3の空間整備図とは別に、利用や管理のための図面がもう一つあると良い。どこまでが自由散策で、どこが管理区かということがわかると良い。例えば、Ａ地点からＢ地点まで1周30分とか1時間とか入っているとおもしろい。人が来た時に案内しやすいと思う。
下村委員
・資料1のスケジュールに関しては、プログラム的に棚田を利用するというような内容が、年次計画に
一行入ってくる可能性がある。
増田会長
・資料1の項目にある『運営管理』の中の「プログラム利用（持込み型イベント）のルール」に関連してくる話だと思う。また、『広報』のところの「イベント」に関わってくると思うが、開園イベントをいつ頃から議論するかということを考えないといけない。開園イベントは、知事を呼ぶか、大輪会も代表に来ていただくかとなると早い時期から日程を調整しないといけない。
・H26中地区開放に向けた検討スケジュールの項目の中で、抜けている項目がないか考えてもらいたい。
杉本委員
・審議会に諮る前には、これまでどおり大阪府とパーククラブとの間で協議をしてから、審議に諮るという流れにしていただきたい。
＜報告案件1：平成24年度大輪会からの支援について＞
大阪府（事務局）より大輪会からの支援について説明
増田会長
・このような大輪会の支援については、どこかで広報はされているのか。
戸國委員
・大輪会のホームページは、現在閉鎖している。大輪会のメンバーにはお知らせはしている。
増田会長
・泉佐野丘陵緑地のホームページはまだないのか。
事務局
・岸和田土木事務所の中に、「泉佐野丘陵緑地」のページはある。運営審議会の内容などは載せている。
増田会長
・「このような活動に対して支援いただきました」という内容は広報しても良いと思う。
事務局
・次の大輪会の理事会が終わったら、岸和田土木事務所のホームページには載せられるように対応した
い。
増田会長
・せっかくなので、運営審議会の資料だけでなく、「大輪会の支援活動」の項目を作ってはどうか。
＜報告案件2：パーククラブ活動計画（３～４月）について＞
大阪府（事務局）よりパーククラブ活動計画（3～4月）について説明
杉本委員
・4月からは月に9～10回の活動を１枚のシートにまとめている。昨年度までは毎回1枚のシートにまとめていたが、簡素化を図っている。
増田会長
・できれば、1、2行程度で良いので、「今後に向けた課題」の項目を加えてはどうか。
下村委員
・前回は活動の場所と人数がわかるように整理されていた。この様式に変えると、どの場所で何人活動
したかということがわからなくなるのではないか。
事務局
・最終的には、これまでにも出している様式の「パーククラブ活動報告書」としてまとめる予定である。
　そのための必要項目については現在の報告書で記載があるため、問題がないと思います。
増田会長
・活動報告書は、会員には郵送しているのか。
杉本委員
・メールで送っている。アドレスがない人が10名弱いる。アドレスがない人は「郷の館」で確認してもらっている。
増田会長
・アドレスがない人には郵送してあげてはどうか。
杉本委員
・会費を納めていてアドレスがない人については対応を考えたいが、現状はアドレスがない人と会費を
納めていない人は重なっていることが多い。
増田会長
・それなら良いと思うが。一般的に、来られなくなるとどんどん敷居が高くなって、余計来られなくな
る。郵送すると繋ぎ止めができる。
松井委員
・4月の活動中にケガがあった。クラブとしての安全教育も必要になってくる。他のクラブはどうされて
いるかお聞きしたい。
西台委員
・「うみべの森を育てる会」では、強いて安全教育はしていない。
増田会長
・「堺自然ふれあいの森」では、指定管理者から「いっちんクラブ」に安全管理講習をしてもらっている。
刈払機については外部で安全講習を受けて、人数を限定して刈払機の補償ができる高めのスポーツ保険に入ってもらう。刈払機を使う方とそうでない方の2種類いる。会員の中から刈払機を使って良いと言う人には講習を受けてもらって、みんなの会費の中から支払っている。
松井委員
・ボランティアの場合、管理責任はどこになるのか。
増田会長
・基本的に、ボランティア活動は自己責任の中でやるというもの。その中で保険に入ってやっていると
いうやり方。
・年に1回は、安全講習をやっておいた方が良い。「堺自然ふれあいの森」は、年に安全管理講習を1回、
消防訓練を1回、それと、3年に1回くらいAEDの使い方など救急救命訓練をしている。
・ステップアップ講座の一つに救急救命と安全講習をやってはどうか。
杉本委員
・3月にAEDの設置は大阪府と協議済みである。それに合わせて救急救命講習をやりたいと考えている。高所作業・刈払機等の安全作業マニュアルは作っている。
増田会長
・年に１回はステップアップ講座でやるか。安全講習日をつくるということをやっていった方が良い。消防署は事前に連絡すると指導に来てくれる。
前中委員
・いろんなことを想定して、何か起きた時の対応マニュアルを作る必要がある。
事務局
・一度、全体を対象に安全講習をやりたいと思う。
西台委員
・費用面はどうか。
増田会長
・無償でやってくれる団体はいくらでもある。刈払機などは農機具メーカーが年に何回かやっている。
・全員が機械を使えるようにしない方が良い。刈払機をカバーできる保険は保険料が高い。
前中委員
・傾斜など、作業する場所によって条件が厳しい。あらかじめ調べてもらって、無理なところはやらな
いということが大前提。十分気を付けておいてほしい。
西台委員
・「うみべの森を育てる会」では、刈払機を使う人は数名で、限定している。斜面は事務所にお願いして
いる。
増田会長
・チェーンソーを使うような危険な作業は管理者にお願いする。
・早めに救急救命講習をやっておいた方が良い。
＜協議案件1：パークレンジャー養成講座について＞
大阪府（事務局）よりパークレンジャー養成講座について説明
杉本委員
・これまで、修了後1回目だけ参加して、その後全く参加しない方がいた。講座だけ受けたいという方がいる。養成講座の期間中に、何回かボランティア活動に参加してもらうという条件を加えたい。
増田会長
・講習が終わらない段階でということか。
杉本委員
・はい。あるいはその前段階のイメージです。活動に参加して、賛同してもらって講座に参加して
もらいたい。
増田会長
・敷居を高くすると受講生が減る。実体験をさせるとなれば講座の中でプログラムに組み入れてはどう
か。それ以外にボランティアに参加しなさいとなると矛盾をきたすと思う。
・ボランティア体験については、もう一回分講座を増やすか、全6回の中に組み込むかどちらかだと思
う。
松井委員
・養成講座は受けるが、修了証をもらうと参加しないという人が結構いる。
増田会長
・ある意味では仕方ない。いろいろ見ていて、常時活動に来られるのは会員の３割くらいの感覚を持っ
ている。
西台委員
・わたしたちの「海辺の森を育てる会」では、7～8割が参加している。立ち上げて3～4年してから固
定メンバーに落ち着いてきた。
増田会長
・増強していこうとして増やす仕組みを入れると定着率が落ちたり、参加率が落ちるのは仕方ない。ど
っちを選択するか。３～４年活動して固まったメンバーで10年やっていくかという話になる。ただ、その活動は10年で終わりかもしれない。
杉本委員
・本来は96名ほどいるが、退会、休会が出てきている。「継続確認書」を取り入れたが、未提出が10数
名いる。活動に対する意識が低い方もおり、その辺が苦慮している。参加率でいうと２割程度の状況。来られるメンバーは固定化している。
増田会長
・もともとの課題だと思っているが、コアスタッフとクラブメンバーとビジターメンバーくらいがあっ
て、ビジターメンバーは10回のうち1回くらいふらっと来て楽しんで帰りたいという人。クラブメン
バーは毎回参加してくれる人。コアスタッフは世話人をしてくれる人。だいたい3階層くらい出てく
る。コアメンバーとクラブメンバーがいて、その外側に10回のうち1回来てくれたらいいような人が
周りにいるよと覚悟はしないと仕方がない。
・参加もしない、会費も払わないというのは、どこかで資格停止という要項をつくるかどうか。出席率を高めるためにいろんなバリアをつくっていくと強固な集団ができるが、その世代で終わってしまう。一度アンケートを取ってみたら良い。
杉本委員
・アンケートは以前取っている。しかし、参加しない人たちは提出してくれない方が多い。
増田会長
・組織の議論になるが、決議権を持っている会員とビジターという楽しみには来る会員と両方がいて、
会の運営の決定権はコアメンバーとクラブメンバーで決定権を持つ。ビジターはファンクラブみたいなもので来てくれたらもうけもん。その辺は皆さんで一度議論しないといけない。
＜協議案件2：パーククラブステップアップ講座について＞
大阪府（事務局）よりパーククラブステップアップ講座について説明
増田会長
・大阪府とパーククラブの連絡会議でかなり詰めた方が良いと思う。大阪府の想いのステップアップと、
パーククラブがどんな技術獲得をしたいかというところをすり合した方が良い。大阪府やstudio-Lはパーククラブがこんな形で講習したいとなれば、視察先や講師の紹介をしたら良い。先にプログラムがあるというよりは、むしろパーククラブから意見を聴いてプログラムを組み立てた方が良いのではないか。
・こんな活動なら参加してみたいというものがあれば、例えば花飾りの講習会をするのでそのメンバー
に来てもらうとか。机上の空論ではなくて、実質的に活動されている中でのプログラムを組んだ方が
良い。
・1回目はパーククラブが考える拠り所になるために、いろんなアイデアフラッシュの講習会やりますよ
と。後は未定ですというような資料の方が良い。この資料は書き過ぎている。2回目以降は白紙同然と
いうイメージ。1回目はいろんな公園の見方とか刺激になるような内容を持ってくる。
杉本委員
・内容はそういうことだと思います。
増田会長
・「いずみさのフェスティバル」を実現するためのプログラム提供と考えない方がいいかもしれない。あくまでも一つのアイデアだと思う。先行事例を見に行くにしても、単純に見学に行くだけではなく、向こうで活動している人と交流会を持った視察をする。それだけを決めておいて、後はどこに行くのかという話だと思う。
杉本委員
・それで良いと思う。
◆望みの丘　ゾーニングについて（ポイント確認）
大阪府（事務局）より望みの丘　ゾーニングについて説明（郷の館にて）
増田会長
・面的な整備はこれで良いと思う。最初に出てきた全体計画図の中の園路があるが、来年の開園に向け
て園路をどう管理するかについて議論しておかないといけない。誰でも歩ける状態に維持する園路は
どれかなど。望みの丘だけでは楽しくない。周遊できる線としてどう管理するのかというところも議
論しておかないといけない。
事務局
・コラボレーション区域について、主要スポットを回る、一筆書きで、ある程度公園を一巡できる園路
を想定している。
増田会長
・あとはどう維持するかの問題。パーククラブと一緒に管理するのか。管理者として維持するのか。管
理者が維持するルートと、パーククラブが活動として維持するルート、その辺り決めておく必要があ

る。
前中委員
・今は既存の園路を中心に議論している。それは一応は正しい選択だが、ここの公園をこれから長い間利用していく上で、今の時点では、少し地形を変えることになるかもしれないが、将来的にはそうした方が良いというところがあれば、大阪府として考えていった方が良い。
・今の植生に拘るあまり園路として必要な基本的な構造が阻害されるのはまずい。植生は時間が経てば変わってくる。総合的にやっていただいたら良い。
◆望みの丘　ゾーニングについて（現地にて）
大阪府（事務局）より望みの丘　ゾーニングについて　歩きながら方針を確認
◆次回の開催について
7月上旬開催予定　別途調整
1

